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平成37(2025)年度

急性期医疫の改革
(墜療麦源の集中投入等)

各二ーズの単純な病床換算

急性期医疫の改革
(平均在院日数の短縮等)

※早期の退院・在宅復帰に伴い

愚者のQOLも向上

出所:厚生労働省「医療・介護に係る長期推計」 2011年6月2日(22,Bページ)
注: r改革シナリオ(パターン1)」に基づく「医覆・介護サービスの需要と供給や必要ベッド数)の見込み」から一般病床分のみを抜粋

図表2 平均在院日数と1病床当たり職員数~各国の状況~
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・高崖急性期の職員等 2倍翌度増(単価約1.9倍X現行一般病床平均対比でみた堀合)
・一般急性の廊貞等6割程廣増(単価約1.5倍X Ⅱ)
・亜急性期・回復期りハ等の職員コメディカルを中心に急割程廣の増(単価ユ5%程崖増)
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・高度急性期 平均在院日数柘一16日程度
・一般急性期 平均在院日数 9 日程度
・亜急性期,回復期等:平均在院日数釦白程度 U佑ーン1の場合)

(現行一般病床についてみると、平均在院日数19-20日翌度〔急性期巧日程度{高臣急性四~20
日程座、一般急性1ヨー14日程度)、亜急性期等75日程度]とみられる。)
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出所:厚生労樹省r医療・介謹に係る県期推計」ユ011年E月2日01ページ)
(資料)日本:r病院報告」(厚生労出古)諸外国:「0印D H仙1吻 D吐.コ008」
{注".日本は一般飼畍の煮値で畠る.之,誌外国ば0王ODの定費に晶づく急性期医盡(急性期病脚にかかる融住である.
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図表3 2025年モデル・修正版
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0 届出医療機閏数で専ると伯対1入院基本料が最亀多いが、病床数でみると7対1入院
基本料が最も多く、2025年に向けた医療機能の再編の方向性とは形が異,よっている。

初出:20"年村月25白中剣絵保険医療望当会捻会憐2舶団貸料磁一1)「医痩担供体制についτ{その1}」
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